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2040 年へ、地域の海を渡れ
～多様な主体をつなぐ “中間人材 ”が間接・集
団支援で地域共生社会を拓く～

千葉大学予防医学センター健康まちづくり共同研究部門

ジョン　万次郎 ／ 井手　一茂（注：演出による記載です）

地域理学療法学の実践領域における間接・集団支援について、楽しく、親しみやすく伝える大衆喜劇（エンタメ）
企画「令和に黒船来襲！皆の衆、間接支援×集団支援の夜明けぜよ！」を皆さまにお届けできることを、とても
嬉しく思います。今回、ジョン万次郎役を務めます井手一茂です。
今後、私たちは 2040 年に向け、超高齢・人口減少社会という荒波を越え、地域包括ケアシステムを深化させな

がら、地域共生社会を構築していく必要があります。令和 8年 7 月 23 日に厚生労働省が公表した「U.E.N.O.Plan
～攻めの予防医療厚生労働省関係施策～」でも、リハビリテーションが重点領域の一つに位置づけられ、地域理
学療法学における間接×集団支援の重要性は、ますます高まると考えます。
本企画では、理学療法士業界におけるポピュレーションアプローチ領域の研究の先駆者の一人、林尊弘先生（愛

知医療学院大学）を、あえて「ペリー」役の座長としてお迎えします。幕末の日本に大きな変化を迫った黒船来
航になぞらえ、2040 年に向けた地域理学療法に新たな視点を投げかけていただきながら、私を含む 3人の演者が
それぞれの「間接×集団支援」を語ります。
「坂本龍馬」役は中谷知生先生（宝塚リハビリテーション病院）です。龍馬が異なる立場の人々をつなぎ、新た
な時代を切り拓いたように、中谷先生からは、病院という一つの組織をマネジメントし、組織として地域に貢献
する仕組みや「落語」という新たな切り口で地域全体を元気づける実践について紹介いただきます。日本の近代
看護を切り拓き、朝ドラ「風、薫る」のモデルとなった「大関和」役は染谷明子先生（一般社団法人ふれあい薬局）
です。染谷先生からは、さまざまな関係団体や市町村との調整を通じ、職能団体として県レベルで持続的に専門
職を地域へ派遣する仕組みについて紹介いただきます。
そして私は漂流を契機に海を渡り、異なる文化や知識を日本へ持ち帰り、人と人、異なる世界をつないだ「ジョ

ン万次郎」を演じさせていただきます。これからの理学療法士も、個人を直接支援する専門職にとどまらず、「人・
組織・地域をつなぎ、集団や環境に働きかける専門職」へと役割を広げる必要があります。行政、研究機関、医療・
介護、企業、住民組織など、多様な主体の間に立ち、異なる言葉や価値観を翻訳し、協働を生み出す「中間人材」
として、理学療法士が果たせる役割について考えます。
間接×集団支援とは、単に支援対象を「一人」から「大勢」へ広げることではなく、組織を動かし、仕組みを

つくり、主体をつなぎ、地域、まち、そのものを自然と健康になりやすい環境へ変えていくことも、その重要な
実践です。超高齢・人口減少社会という荒波を超え、地域共生社会の実現を目指すために必要な間接×集団支援
に向け、みんなで考える “夜明け ” となればと考えています。フィナーレでは、会場で心一つに歌い踊る令和の大
衆喜劇、こうご期待ください。

略歴
【略歴】 2008 年 9 月　広島大学医学部保健学科理学療法学専攻卒業

2008 年 10 月　医療法人社団昇英会はちすばクリニック
2012 年 4 月　医療法人社団誠和会長谷川病院
2016 年 3 月　人間総合科学大学大学院人間総合科学研究科心身健康科学専攻修了
2020 年 9 月　千葉大学大学院医学薬学府博士課程先進予防医学共同専攻早期修了
2020 年 11 月　千葉大学予防医学センター社会予防医学研究部門 特任研究員
2022 年 6 月　同上 特任助教
2023 年 4 月　千葉大学予防医学センター健康まちづくり共同研究部門 特任助教
2026 年 6 月　同上 特任准教授

【社会活動】千葉県八街市：障害福祉計画・健康増進計画・介護保険事業計画・高齢者福祉計画・認知症施策推進計画策定アドバイ
ザー、第二次柏市健康増進計画政策アドバイザー、奈良県広陵町：介護保険事業計画・高齢者福祉計画・認知症施策推進計画策定委
員会委員長、京都府精華町：認知症施策推進計画会議体「せいかオレンジ会議」委員長、三重県地域包括ケアシステムアドバイザー、
老年社会科学会老年学ECRネットワーク企画委員長、企画・広報委員、日本社会関係学会理事、日本神経理学療法学会：研究推進委
員会委員、戦略的課題解決委員会脳卒中健康推進班班員
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地域に出るぜよ！
～病院、まち、そして落語。理学療法士の新し
い航路～

宝塚リハビリテーション病院

坂本　龍馬／中谷　知生（注：演出による記載です）

わが国が超高齢・人口減少社会を迎えるなか、理学療法士には個別・直接支援にとどまらず、集団や組織、さ
らには地域そのものへ働きかける役割が求められている。しかし、病院に勤務する理学療法士が地域へ出ることは、
個人の志だけで実現できるものではない。地域へ漕ぎ出すには、それを支える組織という「船」が必要である。
筆者が勤務する医療法人尚和会では、「地域とともに」歩むことを重視し、地域連携室を中心に地域貢献を推進

してきた。セラピストが地域活動に参加するための時間を確保し、学術活動にも軸足を置くセラピストが行政や
社会福祉協議会との関係を築きながら活動を展開している。また、新人職員の入職時研修にも地域活動を取り入れ、
早期から病院の外へ視野を広げる機会を設けてきた。
こうした経験を、特別な成功事例としてではなく、病院勤務の理学療法士が地域へ漕ぎ出すための知恵として、

坂本龍馬よろしく「令和の船中八策」にまとめてみたい。
一、地域貢献を、組織の志にせにゃいかんぜよ。
地域へ出ることを、一部の職員の熱意だけに委ねない。

一、地域に出る「時間」をつくらんといかん。
善意や時間外活動に頼らず、人を送り出せる仕組みをつくる。

一、人と人をつなぐ橋を架けるがよ。
病院、行政、地域組織、そして学術をつなぐ人材を育てる。

一、若いもんにこそ、早うからまちを見せんといかんちや。
新人の頃から、病院の外で暮らす人々と地域を見る。

一、臨床の知を、まちへ持ち出すぜよ。
一対一の臨床で培った専門性を、集団や地域へとひらく。

一、地域の知を、病院へ持ち帰らんといかん。
地域活動を一方向の貢献とせず、そこで得た経験やつながりを組織へ還流させる。

一、ご縁を大事につながんといかんがよ。
地域への航路は行政からだけではない。患者や家族との縁もまた、病院とまちをつなぐ。

一、落語をやったらええぜよ。
筆者が病棟で行っていた落語は、患者や家族との縁を介して地域サロンでの口演へと広がった。もちろん、す

べての理学療法士に落語を勧めたいわけではない。自らの専門性や個性を地域にひらくことで、思いもよらない
航路が生まれることがある。

間接×集団支援に、特別な「黒船」は必要ない。地域とともにあるという志を組織が掲げ、人が地域へ出られ
る仕組みをつくり、そこで生まれた縁をつなぐ。その方法は、それぞれの病院、それぞれの地域で違ってよい。
本発表が、自らの組織にすでにある人、仕組み、そしてご縁を見つめ直し、地域という海へ漕ぎ出すための小さ
な海図となれば幸いである。

さあ、地域に出るぜよ！

略歴
2003 年 吉備国際大学卒業
2003 ～ 2008 年 近森病院・近森リハビリテーション病院
2008 年～ 宝塚リハビリテーション病院
2021 年～ 日本神経理学療法学会理事
2023 年～ 兵庫県理学療法士会理事
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地域の力を、育てませう
～人をつなぎ、人を育て、仕組みを育てる間接
支援～

一般社団法人ふれあい薬局

大関　和／染谷　明子（注：演出による記載です）

地域で一人ひとりに向き合い、運動や健康づくりを支えることは、理学療法士の大切な役割である。その関わ
りを出発点に、もう一歩先へ。専門職が前に立ち続けなくても、地域の人々が自ら動き、仲間とともに健康を育み、
活動が続いていく。そんな地域を支えるために、私たちにできることは何だろう。今回、日本の近代看護を切り
拓いた「大関和」役を務めます、染谷明子です。

私の活動の原点のひとつは、富山市水橋地区での住民主体の介護予防活動である。「水橋を、高齢者が安心して
自分らしく暮らせる元気なまちにしたい」と集まった住民と医療・介護専門職がともに介護予防を学び、通いの
場で体操を伝えるリーダーを育てた。やがて専門職が前に立たなくても、住民自身の力で活動が育っていく姿を
目の当たりにした。また、富山医療生協では、地域の小グループによる「班活動」を通して、住民とともに健康
づくり、まちづくりに取り組んできた。専門職が用意した場に住民が参加するだけではなく、住民自身の「こん
なことをやってみたい」から活動が生まれ、人がつながり、そのつながりが地域の力になっていく。その活動に
伴走する中で、健康を支えることとコミュニティを育てることは、切り離せないものだと学んだ。
2012 年からは、多職種が地域へ出向くプロボノ集団「地域元気化プロジェクト」を仲間と立ち上げ、県理学療

法士会の後押しも受けながら、地域づくりや高齢者の健康づくり、介護予防に関わってきた。こうした実践を重
ねるなかで、私自身の役割も、「自分が地域で何かをする」ことから、「地域で力を発揮する人を育て、人と場を
つなぎ、活動が続く土台をつくる」ことへと変化していった。
現在、富山県理学療法士会では、市町村や関係団体のニーズと理学療法士の専門性をつなぎ、必要な人材を継

続的に地域へ送り出す体制づくりに取り組んでいる。地域の声を聞き、役割を整理し、人を育て、事業を組み立て、
振り返り、次につなげる。自ら実践するだけでなく、その知識や方法を人に伝え、誰か一人の熱意に頼らず、多
くの人が力を発揮できる形へ変えていくことも、地域理学療法における大切な間接支援である。
地域づくりの主役は、私たち専門職ではない。住民であり、地域であり、そこで暮らす人々である。だからこそ、

一人ひとりへの直接支援を大切にしながら、その一歩先へ。ときに隣で、ときに後ろから、ときにはそっと場を
つなぐ。人をつなぎ、人を育て、仕組みを育てることで、これからも続いていく地域を支えたい。
目の前の人に向き合うことを出発点に、その知と技を人へ伝え、方法を広め、社会に残していった「大関和」

に思いを重ねながら、そんな間接×集団支援の可能性を皆さんと一緒に考えたい。

略歴
【略歴】
2000 年　茨城県立医療大学保健医療学部卒、同年富山医療生活協同組合入職
2010 年　富山協立病院リハビリテーション科科長
2018 年　在宅福祉総合センターきずな　施設長
2024 年　富山医療生活協同組合本部　組織課長
2026 年　一般社団法人ふれあい薬局　専務理事
【委嘱・活動等】
一般社団法人富山県理学療法士会　理事（社会局　局長）
公益社団法人日本理学療法士協会　倫理委員
一般社団法人日本在宅医療連合学会　評議員
Laughter Yoga International University 認定ティーチャー・日本笑いヨガ協会講師
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